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RECNAはこうして生まれた

設立に至る経緯(その1)
調漸

長崎大学に2012年4月1日から被

兵器廃絶研究センター(RECNA)が

立ち上がって以降、獅子奮迅の活E署

が続いている。RECNAニューズレター

第2号発刊にセンタ一発Eまでの経

緯について投稿したい。

2009年4月5日のパラクオパマ米

国大統領による「骸兵器のない世界

の平和と安全を追求する決意を表明

し、核兵録廃絶への奥体的な目棟を

掲げた』プラハ演説が世界中を駆け

巡っfぉ勿論、長崎では絞兵録廃絶を願う被煙者市民に歓喜を持っ

て迎えられた。

一方長崎大学においては2009年3周で彼爆経験をもっ全教員が

退官し核兵器廃絶を籍り継ぐ教職員カ〈いなくなり毎年挙行される医

学部主催の原爆慰'霊祭も年々 遺族の高齢化と共に参加者も漸減し

ていることなどから絞兵器廃絶と平和希求という長崎大学の意志ま次

第に閉塞感に掬し包まれてゆく印象を待っていたのは私た1すだろうか。

そうした中で民間の長崎平和文化研突所が明所された。長崎総合科

学大学を退官された鎌白定失元教関二よって1997相こ鮫立された研

究所は悔士の逝去後も続いていたが、遂に2010年3周で閉所された.

土山秀夫本学元学長は当時『閉所は残念広島市のよラに行政が研

突を受け継いで欲しい』と語っている。(2009年11月4日焼売新聞)

これを受けて闘よ富久市長と土山元学長から片峰茂学長へ『長崎

大学で平制=関わる研究施股が出来ないかJという要望が寄せられ

たa

2010年6月1日に平和や核兵鰭廃絶を冠した研究施般の創設の可

能性を検討する学長室ワ キングゲルプ設置が役員懇談会に付議

されf二。

長崎大学平和構築研究センタ (仮称)鮫置検討委員会が沼請され

た。学内から片締学長を筆頭に橋本健夫教宵担当理車舟越敵 教

育学部平和多文化センタ長、山下俊 医歯築学総合研究科長

三根楓理子原研資料収集保存解析部准教慢、甲斐重武学術情報

管理線長と務漸社会賞献担当理事学外か副まニヒ山元学長朝長方

左男原爆病院長伊努崎賢治東京外語大教慢(平和構築ゼミ)長

崎市か副ま図よ市長、黒川智失原爆資料館長、中村明俊平和推進

課長 県からは山口符義総務部長(H23.3.31まで)、池松線二総務部

長(H237.9からIOl参加を頂いて、議論のスタートを切ることが確認され

たらこの時点の確盟事項は①設置可能であれば23年度開設を目指

す 骨鎌図平和研究所の資料継承の可能性、 Ql長崎市、長崎県との

連燐などが議輸されたa

これ以後2010年7月9臼に第1回の設置倹討委員会を開催し以降

9月、J2月、翌年7月と検討委員会を重ねて7丹に答申を策定した。

倹Eすの過程で同年7月には第68国学長劃学長会議続いて8丹に

役員懇般会 教育研究評議会において設置検討委員会の検討の進

捗を報告。10月教育研究評議会でも経過報告を行い設置についての

学内コンセンサス形出こは特段の配慮を行った。

この間!二設置準備倹討委員会では「綾兵器廃絶に特化すべきかJ

「骸兵器廃絶平和研究センター』とすべきか被熔地長崎からの想い

を昇華させうる研突所ば如何こあるべきか綾兵器廃絶 本で研交が

成立するのか?などの議論を緩て 平成23年7月27日の長崎大学級

兵器廃絶研突センター(仮称)叡置敏討委員会答申二結実した。

議繍の過程で学内でIま永山雄三医歯薬学総合研究科附属原爆後

障害医療研究施段長須賀野E筆総務担当理事、叶弁貫 郎学術情

線管理課長が参画し、 学外委員としては石烹勉京都外圏語大学外国

信掌部教綬黒薄湾大阪女学院大学教慢(日本軍縮学会会長)中

村桂子特定非営剥活動法人ピースデポ事務局長、広漏訓宮崎公立

大学人文学部教媛、森困権画立長崎原煉死没者追悼平和祈念館館

長が加わり参加委員の広カ"Jと共に議鎗!ま深化した。

(次号に続く)

(しらべすすむ 長崎大学理事)

{畏働大学医掌部記念""の慰霊祭会場)
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8・9長崎からの発信:平和宣言2012 三根轟 理 子

長崎平和宣言が今年も8月9日の平和祈念式奥で読み上げられ

た。これは10か函館(日本語英語、中届語斡国語、フランス繕ロ

シア語、スぺイノ館、アラビア倍、ポルトガル語オラノダ語)に調釈さ

れ世界に向ナて発信される。

今年の宣言文の特徴は3つある，この3つについて宣言文を引用す

る。

ーつ自はf核兵舘の非人道性Jである。『今年5月、ウイ ノで開催

された「核不拡散条約(NPT)再生貧肘会議J準備委員会では多くの国

が核兵器の非人道性に言及し 16か国が「績軍縮の人道的側面に

閉する共同声明Jを発表しましt，oJという部分l氏核兵器のはらむ法

的な問題について、新しい角度から験計しようとする国際社会の流れ

を反映したものであり綾兵器廃絶へ向けての新しい可能性に言及し

たと言うぺきであろう。

二つ自l氏 rjt東アジア非核兵密地調停」の取り組みについてである。

『今年は中東非徴兵器地帯のtJ設に向けた会議開催の努力が続け

られています.私たちはこれまでも『北東アジア非核兵器地帯Jへの

取り組みをいくどとな〈白本政府に求めてきましfこ。』という部分は、現

在情努カ匂必ずしも良いとは言えない北東アジアであるがまさしく日本

にとって 番身近な問題である北東アンアの核兵器について正面

から取り組むよう求めた都分であり世界的にも今日本に何が期待

されているのか、それを考えざるを得ない問題提起であると君ってよ

し、。

三つ目!まRECトA発
足が室宵文の中に

以木のように盛り込

まれたことである。

『今年4月、長崎大

学{こ念願の「綾兵器

廃絶研突センター

(RECNA)Jが開怨さ

れましt，ゐ「核兵器の

ない世界」を実現す

(写相祈念式典会喝の線予)

るための情報や提案を発信しネットワ クを広げる拠点となる組織

です。RECNAの設立を織に私た剖まより 層力強く被縁地の使命

を果たしていく決意です』の部分1>，当然我々REC川Aのスタッフ{ことっ
てはその期待の大きさと責任の重さを湾盟議させられる節分であ

る。

今年の平和宣言文起箪委員には、梅特宏道センタ 長、朝長万

左男客員数領、土山秀失願問の3名のRECNA関係者が委員として

4参画している。今年の宣言文には早速rRE叩 AカラーJが現れたと

いラ声も聞こえてきたa率直に脅えば、この宣言文は現在の情努に

あった、世界へ向けての発信であったと私も考えている。そしてそれ

は同時にこれからRECNAが奥体的に取り組んでゆか怠ければなら

ない課題を示すものでもあると言わなければならない。

(みねまりこ、 RECNA教侵)

核軍縮不鉱散には多分野の協力が不可欠:

CTBTO卜ート事務局長は語る 広瀬訓

8月10.1日の軍縮不鉱散グローパルフォーラム(主催外務省国

連大学)1こ出席するために長崎を勧問したC了BT復関(CT8TO)準備

校術事務局長のティボルト ト事務局長が、10臼、長崎大学で、長

崎大の学生を中心とする一般多加者約100人との聞で対話集会を

持った。この対話集会は卜ー卜事務局長の直後学生遣と騒をしたい

という無意によ'J実現したものである。

トート恵務局長は、オパマ米大統領のプラハ演鋭依頼被軍縮への

国際的な興味関心が高まっているにも関わらず大学 大学院での

犠軍縮不拡散教宵に対する取り組みが十分ではないこと、 CTBTOを
はじめとする軍縮 不徳教に聞係する国際機関で働く日本人E議員がま

だまだ少ないことさ臼二軍縮不鉱散の促進には、様々な銭術的な

分野を含め多岐にわたる人材が必要なこと、を直篠自分で日本の

大学生に伝えたいとの意向であった。特に長崎大学の場合工学都、

水産学部環境科学部そして医学部など、理工系の研究教育が充

実している点に強く興味を惹かれていたようであっfニ。

CT8Tの場合条約に違反する綾実験の実施を監視するた刷こ被

術事務局が地震波、放射性降下物水中音、徹気圧復動のモニタ

リノゲネットワ クを運営し、そこから得られたデ タを整理する役酬を

盤っている。ちなみに世界中に配置されている監視施設¢数は現時
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点で300近く{二のぼ

り、その中心となる国

際デタセンタは

オ スト'Jアのウィ

ンに個置かれている。し

かし、 OT8Tに関心を

持っている人は日

本でもそれまど多くは

ないであろうしその

技術事務局がどの程
(学生の質問!二答え制トト司匹務局長)

度の規模で具体的にどのような活動を展開しているかを知っている

人はとてむ少ないのが現実であろう。

CT8Tの条約自体はまfニ発効していないものの、モニタリングシステ

ム!ま紋行とはいえ、lま!ま完成に近い状態ですでに稼動している。そし

てト ト事務局長は東日本大震災と福島第一原発事故に際し、

CT8Tのモニタリングネットワークがいち早く異常な水中音と地震波の

測定により、大地震と大津波の発生を探知し、また放射性降下物岬

観刻から福島第一原発から俳泊された放射性物質の世界規績での

鉱散状態を把握各国に向けて情報を提供しさらに繍島第 原発

の爆発も徴気圧復動の観測が捉えていた実伊]を挙げ、地震学、気象



学、水中音響学放射線科学等とCT8Tとの関連性を具体的に説明

した。もちろんこれらは綾実験の策止というCT8T本来の目的とは異

なっており、 CT8Tの責任としては東日本大震災が自然災審であり

また後出された放射性降下物や爆発は原子力発電所の事故に起

因するもので被爆発と思われるようなデータは 切積出されなかっ

たことを確認することが本来の目的であった。しかし、東日本大震災

の経験は、 CT8Tの活動カ《いかに多分野にわたっているかまたそ

の成果が多方面に応用可能であるかを実Eしたというトート事務局長

の指摘は、鋭得力のあるものであった。さ制二、これを契機に、 CT8T

の銭術事務局と国際原子力機関(IAEA)、世界気象機関(WMO)、

世界保健機関(WHO)などとの連携を強化し CT8Tで得られたデー

タをより有効に活問できるような方策を倹2守するとして、積極的に

様々な分野への取り組む姿努を見せた。

ではなく実障に軍縮不拡散を推進す創二当たっては微々な分野

の銭術が必要でありまた CT8Tの銭術移務局のような国際機閣に

勤務したりそこでイノタ ノを務めることにより、 愚新の技術やデ タ

を実際に用いて、世界の現実に向き合う経験を積むこともできるとい

う指掴ま全学生逮に新鮮な驚きを与えたようである。絞軍縮不鉱散

を進めるに当たっては、分野検断的なアプロ チが必要であるとはし

ばしば備繍されてきたことである。しかし綴物理学のような綾軍縮

と密接!こ聞遣する分野はともかく我々は今まで地震学や気象学な

どを掌ふ大学生大学院生に対し、その専門を綾軍縮不鉱散で応

用してみてはどう.'という働きかけを、果たしてどれだけ真貸Hこ行って

きたのか、反省する良い機会になったと言う他は無い。長崎大学のよ

うM二広く理工系の専攻を待つ大学こそ、実は綬軍縮不鉱散の現窃

で活E置できるような人材を育成する潜在カに宮んてeいるとあらため

て恩った次第である。

トート事務局長の、軍縮不鉱散は国際政治や国際法だけの問題 (ひろぜさとし RECNA副センター畏)

学生サポ-9ーズ、第歩 理大地

8月10臼 rCT8T機間トート率務局長長大生と誇るー私た引こで

きることはつJを開催しfらこの続演会の企画運営を行ったのが

RECNA学生ザポタズである。私たちRECNA学生サボタズは

「私たちにもできることがある ，Jという強い思いのもと綾兵器の問題

に主体的に関わろうと RECNAIこ集まったg 学生の専攻とする分野は

工学経涜医学とさまざまであり、それぞれのカをあわせ活動を行っ

ている。現在20名ほどが情報の収集、分析や翻訳をしている。

RECNA学生サボーターズにとって、初の大仕事となったのが、この

ト ト'務局長をお招きしての論演会であった。今までにないイベント

にしようと企画の段階で何度も考え、ゲル プディスカツンヨノを取り

入れた。もちろんグループディスカラションをす初こあたりフアツjテー

タ を務めなければならないため、事前に勉強会で絞実験とCT8T機

聞こついて勉崎を行った。またー鍛市民の方々学生に多く来て欲

しいということでメディアを介して宣伝を呼ぴカ叶た。さ副こ RECNA学
生サボーターズ¢ロゴを作成し、 Tンヤツを作成し当日に向けての準

備を清々と進めた。

当日は各自が設省、受付、司会案内閉会のを長拶などきっちり

と千士，をこなした。トート・務局長の檎演はCT8T機関の役劉過去

~現在にかけての徴兵器に関する内容であった。トー卜事務局長の貧

長崎に来て半年。知人も漕えいろいろな臣を聞く機会も培えた

が、驚くことも多い。先日も被煙者のMさんと 絡に食事をした折に、

とても興味深い話をうかがった。Mさんは、米軍の従軍カメラマノとし

て被熔直後の広島長崎を訪れ長崎で有名右「焼き場に立つ少

年Jを嫌影したジョ オダネル氏が晩年に長崎を再訪した時に

会って認をしたそうである。オダネル氏は、広島 長崎の撮影を終え

た後米同に帰函、長くホワイトハウスのカメラマンを務めたという経歴も

待っている。そしてオダネル氏は Mさんに、『ある持トJレーマムノ大

重な講演は私たち

学生サボーターズ

にとってよい刺激 2

になった。不安を

抱えていたグルー

プディスカツンヨノ

のファンリテ タ

も勉強の成果を発

簿しどのグループ

でも時聞が足りな

。トト司匹務周"とRECNA学盆サボタズ}

いほど内容の濃いものになっていたログル プでは年齢の枠を鐙

え普段で!まあまり考えもしないがその鳴にいた全員が共通の「核J

に関する筒題で盛り上がっていた。当日の来窃者!ま100名を超えて

いた.

『核兵器のない世界Jを目指して私たち学生サボタズは、今ま

さに始動したばかりである。もっと学，るべきことlま多く恋る。しかし私た

ち学生サポ タ ズが今後、日本そして世界に向けての発信源と

なっていきたいロこれからの私たち学生サポ タ ズの活躍にぜひ期

待していただきたい。

(つつみ f乱、ち、工学部2年)

広瀬訓

統領が「カメラ彼きJで個人的に自分を散歩に鶴い、 二人で歩いてい

る時に、自分!ま思い切ってトルーマン大統領に『なぜ日本に原爆を落

としたのかつJと質問しfらするとトルーマムノ大統領は真っ赤になって

r(原爆役下を)決めた叩ま私ではない。ル ズベルトだ』と強い口調

で君い、後は一言も発しなかった』というエピソードを舘して〈れたとの

ことだった。本当にトJレーマン大統領がそう言ったかどうかは今となっ

てはわからない。しかし、凄い詰である。こういう誌が普通に雑紋の中

に狭まれる巴それが『長崎Jなの定と痛感した。

RECNAニ斗ーズレター VO.lNo.2 Septemb町 2012



R酬 A活動ログ l 
2012年7月 1 日 ~2012年9月 20日

m5日(木) ・RECトA学生サボーターズ勉強会(第2固)

7月11日(水) ・PNNC日本非核地俗、"第1図勉強会に

助言団体として普参加

梅林セノタ 昼、 中村准教授

7月12日(木) ・平和案内人の勉強会

中村送教授

7月13日(金) ・コープ山口の組合員(6名)平和学習のためセJ タ一勧問

医科村准教授

7月17日(火) ・ンユネーブ軍信会議2012年第2剣のモーターブログ開設

7月19日(木) ・RECNA学生サボタズ勉強会(事3困)

7Fl2C臼(金) ・峠客員教員の辞令交付

7月23日(月) ・PNND日本の北東アンア非絞兵器地帯WTの事務周会議

梅称センタ 長参加

7Fl26日(木) ・NIBl1ews everyで中村准教慢の特集が放送

7Fl28日(土) .広島国際ンンボジウム

RE叩 A共催
梅本ネセノタ 隻が基調m演

-朝日新聞箇際ンムノポジウム

中村進教授がパネリストとして参加

8月2日(木 .PNNコ日本 アスタナ会議Hこ向けての勉強会

-'"村准教慢が講師

8~8 日(水) ・おやこ記者取材

侮称セーノタ " 

8月9日(木) ・平和式典の中継引N18)
中村准教後

・NHK特別番組に出演

梅本ネセノタ 隻

・アンンエラケイン国連軍縮問題高等代表と

片時学畏が会談

(ア/ノエラケイン函連軍縮問題高等代表)

8月10日(金) ・CT8T機関ト ト事務局畏、畏大生と跨る

毛ムたちにできるζとま っ

主催長崎大学 RECNA

一場所畏崎大学医学部 良順会館 100名が省参加

・軍緒不鉱散教育グローパルフォーラム

梅林セ，イ，-"がパネリストとして参加

8月11臼(土) ・軍槍 不鉱散教育 グ ロ パ ル フ ォ ラ ム

中村送教授がそデレ タとして委参加

8~13日(月 ) ・葵文発信~Dispa tches from Nagasaki"(r特報長崎からJ)

第1骨発行

田町ニュ-Av>)l'-山2加 tember2012 

8月22自(水)

8月238(木)

8月28自(火)

9月1回(目)

9月12回(水)

9月14自(金)

.レベツ介ンヨンソン鶴演会

rj人道的な彼局から綴兵器廃絶へ

『核兵縁切ない世界』への新μ、アプロ チj

-主催 RECNA

彼兵器廃絶地球市民集会畏崎集会実行委員会

(公財)長崎平和推進協会

喝所畏崎原燭資料館ホル 80名が参加

.，梅1回 RECNA研究会『国幌人道法と冨遭J
講師レベッカンヨンソン

-ゥzプ企画『レクナの目j発刊

梅林センタ畏諭文

・をアイルランド日本大使高島大使センタ 訪問

制連事広瀬削セノタ 長 三線教綬

・ァスタナ会議(~30日)

一中村准教綬が参加

-第2図平和案内人全体会

広海副センタ 畏が務師

.""回RECNA研究会 f線国の原子力政策』

一瞬師 図蓮雅文(f;愛情報主事)

-第3図 RECNA研究会 rDPRK(北朝鮮閉経済情勢j

-!!I師議善重(佐賀大学准教陵)

お知らせ l 
10月1目(月) 綾兵暑の怠い世現を目指して

全学モジ斗 ル開講(責任者梅本ネセノタ 畏)

広灘副セLタ-喪火曜 2校時 f国際社会と早朝」

一三根教授月曜 2綬時 f被lまくと社会J

一中村進教綬火曜 1校時『鞍兵器とは何かJ

12月7日(金) 北賓7フア非絡暴..蜘祷lこ聞寸る固隈ワーウショブ

-12月8日(土)

12月88(土)

11月開始 ZII: fit24~まJI'繕暴鍾陣銭前...陸路(舎4固}

RECNAサボー ター募集!!

これ治らたくさんの活動を多くの皆さんとカをあわせてー絡に釦っていきたいと

考えています.そんな〈仲間〉をfRECNAサボーター」として募集します.

ご関 じ 危ある方は、氏名連絡先を明舵のよ、電絡またはE-m~刷こてご連絡

くださ刊い。ホ ムページからも詳細をご覧いた閉すます.

[RECNA事務局 ] Tel. 095-819-2164 

E-mail.recna_staff@ml.l1agasaki-u.ac.jp 

新任教員紹介

B 国 軍 峠憲治糊

J RECNAニューズレタ-
"'..侵略大宗喝兵器廃絶研究センター
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発行畏崎大学級兵糧廃絶研突セノター

干852-8521隻崎市文教町1-14

T，止 095-819-2164 Fax.09S-819-216S 

E-ma札 recna@mLnagasaki-u.ac.jp

htt D:I jwww.recna.nagasakl-u.ac.jpj 

聞麟イJテツウス

@畏鋤犬掌銭兵器廃絶研究セJタ


